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資料３ 
 

市町村における使用済製品リユースモデル事業 

フォローアップ調査結果 
 

I. 平成 25 年度モデル事業 フォローアップ調査 

１．平成 25 年度モデル事業の概要 

市町村とリユース事業者や住民団体等が連携し、地域の特性にあったモデル事業として、市町

村からの事業内容の提案を受けて、群馬県前橋市、神奈川県葉山町の１市１町でモデル事業を実

施した。各地域の事業概要は以下の通りである。 

 

平成 25 年度市町村におけるリユースモデル事業の概要 

 群馬県前橋市 神奈川県葉山町 

名称 リユース宝市 くるくる市 

事業概要 

開催テーマ「私にとっては不用で
も、誰かにとっては宝物」とし、家
庭に眠る"使えるけど使わない品物"
をイベント当日に持参いただき、集
まったものを無料で提供・交換する
イベント。 
住民団体、民間事業者とも連携し、
残った製品等も可能な限りリユー
スを行う。 

町民にリユース可能な製品を持ち込んで
いただき、欲しい品を無料で持ち帰って
もらうイベント。町民を対象。 
残った製品等は、リユース事業者にて引
き取りしてもらい可能な限りリユースを
行う。 

リユース 

対象品目 

衣類・くつ・かばん、ホビー用品、
生活雑貨、書籍、育児用品、おも
ちゃ、小型の家具 

衣類、本、食器、バッグ、靴、ぬいぐる
み、おもちゃ、その他日用品 

役割分担 

【行政】企画・開催、住民への広報、
残った製品の処理 

【住民団体】イベント開催支援 
【民間事業者】リユース品の提供、
残った製品等のリユース・リサイク
ル 

【行政】企画・開催、町民への広報、残っ
た製品の処理 

【住民団体】イベント開催支援 
【民間事業者】残った製品の査定・受け取
り 

実施期間 平成 25 年 12 月 21 日（土） 平成 25 年 12 月 15 日（日）、 
平成 26 年 1 月 19 日（日）、2 月 9 日（日） 
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２．平成 25 年度モデル事業実施地域の動向 

平成 25 年度モデル事業を踏まえた各地域での取組状況について整理する。 

 

図表 1 モデル事業を踏まえた平成 26 年度の取組状況 

 群馬県前橋市 神奈川県葉山町 

モデル事業の

継続状況 

継続して実施 継続して実施 

平成 25 年度のモデル事業の成果を

踏まえて、平成 26 年度もリユース

宝市を開催。 

平成 25 年度のモデル事業の成果を

踏まえて、平成 26 年度もくるくる

市を開催。 

変更・改善点 運営の改善（開場時間の変更など） 
イベント保険への加入 

運営の改善（開催頻度、開催場所の

変更）、リユース事業者への引渡し

品の変更 
 

２.１  群馬県前橋市 

（1）モデル事業の成果と課題 

リユース品の使用及び提供を普及啓発するイベント「リユース宝市」を開催した。テーマを

「私にとっては不用でも、誰かにとっては宝物」とし、家庭に眠る“使えるけど使わない品物”

を提供してもらい、集まったものを無料で提供・交換するイベントを開催、市民団体、民間事

業者とも連携し、残った製品等も可能な限りリユースを行った。 

対象は「衣類」、「ホビー用品」、「生活雑貨」、「書籍」、「育児用品」、「おもちゃ」、「家具」と

し、食料品、電化製品、医療・介護機器などは対象外とした。 

市民は、提供した品物が残った場合にも、持ち帰りの必要はなく、前橋市においてリユース・

リサイクル可能なものを仕分けし、市民団体等でのリユース利用、リユース・リサイクル事業

者への引渡し、または前橋市にて適正処理を行う。 

「リユース宝市」は、平成 25 年 12 月 21 日（土）にグリーンドーム前橋サブイベントエリ

アにて開催した。 

成果について、リユース宝市への参加者は約 800 人、うちリユース品を当日持参した人は約

600 人であった。事前収集及び当日持ち込み合わせて 4,970kg（推計）のリユース品が会場内

に展示され、うち 3,915kg（推計）が持ち帰られ、リユースされたものは全体の 78.8％に相当

すると推計された。持ち帰りされずに残ったものは 1,055kg（全体の 21.2％）であり、衣類・

ぬいぐるみ・かばん（800kg）、書籍（170kg）はリサイクル事業者に、食器類とハンガーやイ

ベント中に破損した品物などを不燃ごみ（85kg）として処理した。ごみとして処理した割合は

全体の収集量のうち 1.7％であった。 

来場者へのアンケート結果からは、概ね満足して頂けたことが確認され、今後の継続につい

ては「継続してほしい」と回答した人が 7 割以上となっている。一方で、継続の必要はないと

回答した人は、わずか 0.4％であり、ほとんどの人が継続を期待しているものといえる。 
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（2）モデル事業の成果の活用状況 

モデル事業の成果、市民からの要望も踏まえて、平成 26 年度も引き続きリユース宝市を開

催した。開催日時は平成 26 年 10 月 19 日（日）に開催した。 

 

平成 26 年度「リユース宝市」の概要 
■名 称 リユース宝市 ～私にとっては不用でも、誰かにとっては宝物～ 

■日 時 平成 26 年 10 月 19 日（日）午前 11 時～午後 1時 

■場 所 ヤマダ グリーンドーム前橋 サブイベントエリア 

■主 催 前橋市 

■協 賛 群馬県 

 
成果について、リユース宝市への参加者は約 1,000 人（平成 25 年度は約 800 人）、リユース

品の回収量（推計）は、事前収集及び当日持ち込み合わせて約 7,000kg（同 4,970kg）、うち約

6,050kg が持ち帰られ、リユースされたものは全体の 86.4％と推計された（同 3,915kg、78.8％）。 

持ち帰りされずに残ったものは 950kg、全体の 13.6％（同 1,055kg:、21.2%）であり、衣類・

ぬいぐるみ・かばん・靴（380kg）、紙類（段ボール 140kg、書籍 190kg）、食器類（30kg）はリ

ユース、リサイクル事業者に引渡し、日用品、家具類の破損品などを不燃ごみ（210kg）とし

て処理した。ごみとして処理した割合は全体の収集量のうち 3.0％であった。 

 

【開場前の入場者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民から提供されたリユース品】 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前橋市ちらし 
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来場者アンケートから、満足度についてスコア化して整理した結果からは、概ね満足してい

ただいたと推察される。 

参加者数、リユース品の回収量、持ち帰られリユースされた量及びその割合ともに、平成

25 年度よりも多くなっている。これは２回目の開催ということもあり市民への周知・認知が

進んだこと、地域での“口コミ”での広まりがあったのではないかと推測されている。 

モデル事業を踏まえた変更・改善点としては、以下の４点が挙げられ、いずれも変更したこ

とで円滑な開催・運営に繋がっている。 
 

モデル事業を踏まえた平成 26 年度「リユース宝市」での変更点 

（１）開催日を土曜日から日曜日に変更（会場準備、市民の持ち込み対応） 

（２）開催時間を 13：00 から 11：00 に変更（市民の待ち時間の短縮） 

（３）リユース自転車の抽選券の配布方法・抽選方法・配置場所を、混雑防止のため変更 

（４）傷害保険への加入（施設入場者を対象とした傷害保険） 

 
「リユース宝市」の満足度（来場者アンケート） 

 

 

 

 

 

 
 
※満足を２点、やや満足を１点、普通を０点、やや不満を－１点、不満を－２点とし点数化、回答数で除

することでスコア化する。 
 
 
今後については、より地域に根ざした取り組みとするため、平成 27 年度は全市での開催は

行わず、地域のボランティアと一緒に、公民館や支所単位での開催を複数回行うことを検討し

ているところである。来場者アンケートからも半数以上の支持を得ており、単なる一過性のイ

ベントとしてではなく、規模は小さくなっても地域に根ざした活動になるよう広め、市民団体

による自主的な運営等に発展させたいとの考えである。 
 

平成 27 年度以降の「リユース宝市」の開催への要望（来場者アンケート） 

 

 

 

 

 

 

  

１．地域ごとで

の開催を希望

する, 51.2%

２．全市での開

催を希望する, 
39.7%

３．わからない, 
9.1%
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1.07 
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全体について（N=256）

リユース品の品揃えに関して（N=245）
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２.２  神奈川県葉山町 

（1）モデル事業の成果と課題 

葉山町では、リユース体験型イベントによる普及啓発促進事業「くるくる市」を開催した。

町民にリユース可能な製品を持ち込んでいただき、欲しい品を無料で持ち帰ってもらった。民

間リユース事業者とも連携し、残った製品等も可能な限りリユースを行った。 

「くるくる市」は、12 月 15 日（日）（於：図書館ホール）、1 月 19 日（日）（於：図書館ホー

ル）、2 月 9 日（日）（於：福祉文化会館 大会議室）の計３回開催した。対象品は、「衣類、

服飾雑貨」、「本」、「CD、DVD、ビデオ」、「食器」、「バッグ」、「靴」、「ぬいぐるみ」、「おもちゃ」、

「その他日用品」とし、粗大ごみ、家電リサイクル法対象品目（冷蔵庫・冷凍庫、テレビ、洗

濯機・衣類乾燥機、エアコン）、電気を使用するもの（アイロン、ドライヤーなどの小型家電）

は対象外とした。 

第 1 回は 400 人が来場し、1,896 ㎏の持ち込み、1,333 ㎏の持ち帰りがあった。第 2 回は、450

人が来場し、1,534 ㎏の持ち込み、968 ㎏の持ち帰りがあった。第 3 回は、来場者数、持ち込

み・持ち帰りともに少なく、前日の悪天候と、くるくる市の開催が頻繁に続いていたこと等が

理由として考えられた。 

参加者へのアンケートでは、97%が継続開催を希望したが、適切な開催頻度については課題

が残った。また、第 1 回、第 2 回会場であった図書館ホールは、駐車場スペースが小さいこと

から入場整理が難しく、よりスペースの広い福祉文化会館での開催を望む声が多かった。 

事業者へ引き渡したもののうち、「衣類」「服飾雑貨」「靴・バッグ」「ぬいぐるみ」はリユー

スでの活用が行われたが、「本」はリユース事業者が取り扱えるような品質のものが残らず、

リサイクルとなった。また、「食器」は景品等でなく購入したもので、箱に入っているもので

なければリユース事業者による引取りが難しく、イベント内でのリユース率が高い一方で、

残ったものについては引取り手が見つからなかった。 

 

図表 2 平成 25 年度くるくる市の利用状況実績 
 

天候 来場
者数 

持ち込み 持ち帰り 
人数 重量(kg) 人数 重量(kg) 

第 1 回 
（平成 25 年 12 月 15 日） 晴れ 400 221 1,896 230 1,333 

第 2 回 
（平成 26 年 1 月 19 日） 晴れ 450 228 1,534 279 968 

第 3 回 
（平成 26 年 2 月 9 日） 

晴れ 
※前日：大雪 50 22 150 42 199 

 

（2）モデル事業の成果の活用状況 

モデル事業の成果を踏まえ、平成 26 年度もくるくる市を継続して開催した。開催頻度は半

年に 1 回程度とし、平成 26 年 9 月 20 日、平成 27 年 2 月 7 日に福祉文化会館にて開催した。

運営は町職員の他、ごみ減量に関心のあるボランティアスタッフを募集して行った。 

当日に残った不用品のうち、衣類（服飾雑貨：マフラー、ネクタイ、ベルト等）、ぬいぐる
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み、バッグ、靴は、平成 25 年度に引き続き株式会社 Kurokawa へ引き渡しを行い、約 97%が

商品化された。その他に、本、CD、DVD、食器類は町のクリーンセンターにて適切に再資源

化・埋立処理を行った。（第 5 回の実績では、本が約 100kg、食器類が約 20kg であり、この

結果から 91％がリユース、7%がリサイクル、1%が埋立処理であったと考えられる） 

 

図表 3 平成 26 年度くるくる市の利用状況実績 
 

天候 来場
者数 

持ち込み 持ち帰り 
人数 重量(kg) 人数 重量(kg) 

第 1 回 
（平成 26 年 9 月 20 日） 晴れ 400 250 － 255 954 

第 2 回 
（平成 27 年 2 月 7 日） 晴れ 510 247 － 391 1,267 

（注）持ち帰り量のみを計量したため、持ち込み量は不明。 

 

【参加者で賑わう開場内の様子】 

   

 

図表 4 平モデル事業を踏まえた平成 26 年度「くるくる市」での変更点 

（１）開催頻度を月 1 回から半年に 1回に変更 

（２）開催場所を車でのアクセスが便利な福祉文化会館に統一 

（３）リユースができなかった本の処分を事業者から町での処理に変更（古紙としてリサイ

クル） 
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今後については、参加者アンケートの結果からも継続を望む声が多く、引き続き継続して開

催していく予定である。一部、「回数を増やしてほしい」という意見もあったことから、ボラ

ンティアスタッフの協力を得て無理なく開催できる範囲での適切な頻度を見極めていく必要

がある。 

 

図表 5 平成 27 年度以降の「くるくる市」の開催への要望（来場者アンケート） 
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II. 平成 23～24 年度モデル事業 フォローアップ調査 
平成 23～24 年度モデル事業は、「地域内事業者リスト方式」、「交換掲示板方式」、「イベント方

式」、「市町村回収後選別方式」の４方式を実証した。 

地域内事業者リスト方式は、愛知県大府市、大阪府泉大津市、群馬県明和町、東京都世田谷区

（平成 23 年度）において、交換掲示板方式は、大阪府泉大津市（平成 24 年度）、イベント方式

は東京都町田市（平成 24 年度）において、市町村回収後選別方式は、神奈川県秦野市、京都府

綾部市（平成 23 年度）において、モデル事業を実施した。 

また、平成 24 年度に愛知県大府市にて、実施した「使用済小型家電における宅配リユース及

びリサイクルの可能性検討事業」は、結果的にリユース促進より小型家電のリサイクルに注力す

る結果となったため、ここでは、フォローアップの結果を、他方式とは別に紹介する。 

 

１．地域内事業者リスト方式 

１.１  地域内事業者リスト方式の概要 

市町村が、地域内のリユース事業者を選定し、店舗の概要、買取基準、利用方法等を紹介

するちらし等を作成、各世帯に配布する。使用しないまま保管されている製品などをごみと

して出す前に、リユース事業者の活用を促す。 

 

（具体的な情報・製品の流れ（イメージ）） 

住民が市町村から配布されたちらし等を閲覧し、リユース事業者へ直接・連絡をする。リ

ユース事業者はリユース品として買取可能な場合は、回収・買取を行い、買取ができない場

合には、住民に改めて市町村へ粗大ごみ等処理の連絡を依頼する。 

リユース品としての買取方法は、店頭買取（住民が店舗に持参する）、出張買取（リユース

事業者が住民宅に訪問する）、宅配買取（製品を宅配便で送る）の３つの方法が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ＯＫ

ＮＧ

住民

②リユース事
業者へ連絡

①市町村が配
布した事業者リ
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の回収・引取

⑤ 市町村による通
常処理へ
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④-2市町村へ
連絡
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図表 6 地域内事業者リスト方式のモデル事業の概要（平成 23 年度の実施概要） 
 人口・世帯数 モデル事業の概要 

愛知県大府市 人口 8.6 万人 
3.5 万世帯 

【地域内事業者リスト方式】 
・市内・近隣地域に立地するリユース事業者、住民が利用で

きる宅配型リユース事業者を紹介（12 店舗）。店頭買取、

出張買取、宅配買取の状況を実証。 

大阪府泉大津市 人口 7.7 万人 
3.3 万世帯 

【地域内事業者リスト方式+相談窓口設置】 
・市内・近隣地域に立地するリユース事業者を紹介（２店舗）。

店頭買取、出張買取の状況を実証。 
・市に相談窓口を設置し、ちらしを見た住民からの質問・相

談等に対応し、適切な利活用を促した。 

群馬県明和町 人口 1.2 万人 
0.4 万世帯 

【地域内事業者リスト方式+相談窓口設置】 
・近隣地域に立地するリユース事業者を紹介（１店舗）。店頭

買取、出張買取の状況を実証。 
・町に相談窓口を設置し、ちらしを見た町民からの質問・相

談等に対応し、適切な利活用を促した。 

東京都世田谷区 人口 83.9 万人 
43.7 万世帯 

【地域内事業者リスト方式】 
・区内・近隣地域に立地するリユース事業者、区民が利用で

きる宅配型リユース事業者を紹介（24 店舗）。店頭買取、

出張買取、宅配買取の状況を実証。 
 

１.２  地域内事業者リスト方式実施地域の動向 

平成 23 年度モデル事業を踏まえた、各地域の取組み状況について整理する。地域内事業者リ

スト方式は、２地域が継続実施（明和町、世田谷区）、１地域（泉大津市）が方式を変更して継

続、１地域（大府市）が事業を継続せず、新たなリユース促進に向けた新たな取り組みの実施と

なっている。 

 

図表 7 モデル事業を踏まえた平成 26 年度の取組状況（地域内事業者リスト方式） 

 愛知県大府市 大阪府泉大津市 群馬県明和町 東京都世田谷区 

モデル事業の

継続状況 

継続なし 回収後選別方式に

変更 継続して実施中 継続して実施中 

－ － 
平成 23 年度モデル

事業の成果を踏ま

えて継続 

年に１回リスト更

新して、実施中 

変更・改善点 － 

粗大ごみ申込時の

リユースショップ

案内から、回収後選

別方式に変更して

粗大ごみのリユー

スを推進 

特になし。継続して

住民に広報を実施。 

業界団体の協力を

得て、リストの更

新・追加 
作成は NPO に委託

後、リユース事業者

情報更新は区が実

施 
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（1）愛知県大府市 

平成 23 年度のモデル事業の成果・実績を踏まえ、新たな取組として平成 24 年度モデル事業

を実施した。平成 26 年度は、平成 24 年度モデル事業の成果を活かして、小型家電リサイクル

事業に取り組んでいる。連携しているリネットジャパンは平成 23 年度モデル事業でも連携し

たリユース事業者である。 

 

（2）大阪府泉大津市 

平成 23 年度モデル事業として、市内の近隣地域リユースショップ一覧をチラシにして住民

に配布し、利用を促す取組みを実施した。事業終了後には、粗大ごみや引越時等の臨時ごみの

収集申込の際に電話のオペレーターからリユースショップの案内を行っていたが、住民は申込

時にはすでに廃棄する意思が固いことから住民の反応が芳しくなかったために、平成 26 年度

から案内は中止している。 

以上の経緯を踏まえ、泉大津市では粗大ごみのリユースを回収後選別方式による取組みに変

更し、粗大ごみの収集券にリユースに対する意思表示を確認する欄を設け、排出者の同意を得

たものでリユース可能なものについては、一部事務組合の泉北環境整備施設組合がピックアッ

プして汚れをふき取るなどし、環境イベント等の参加者に無償提供している。（対象は家具類

のみ） 
 

図表 8 リユース確認欄が設けられた泉大津市の粗大ごみ収集券 

 

（3）群馬県明和町 

平成 23 年度のモデル事業の成果・実績を踏まえて、平成 24 年度、平成 25 年度、平成 26

年度も継続して事業を実施している。また、今後も継続して実施していく予定である。 

明和町の３Rの進め方の方針の 1つとして、「リユースショップの活用」を位置づけており、

年末の大掃除等により粗大ごみの排出が増えることを想定し、広報めいわ 10 月号にて住民に

啓発・PR を行っている。 

連携先であるオフハウス館林店から毎月の明和町での利用者数の報告を受けており、平成

24 年度は 804 人（67 人／月）、平成 25 年度は 744 人（62 人／月）、平成 26 年度は平成 27 年

1 月までの 10 ヵ月の実績で 688 人（69 人／月）の利用があった。利用者数は安定的に推移し

ている。 
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（広報めいわ 平成 26 年 10 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）東京都世田谷区 

平成 23 年度のモデル事業での成果を踏まえて、平成 25 年 4 月に「リユースショップ情報」

というちらしを作成・印刷した。それ以降は増刷は行わずに、リユースショップの情報更新の

みを区が行って、ウェブに掲載して区民への周知を図っている。 

また、区民からの問い合わせの際にちらしを活用している。具体的には、引越しの際に「ま

だ使えるのだが、区で引き取ってくれないか？」「不用品を引き取るサービスを区ではやって

いないのか？」といった問い合わせである。このような問い合わせは、以前は区民自身でリユー

スショップを調べるようにと伝えていたが、ちらしを作って以降はちらしをもとにリユース

ショップを紹介している。ウェブページの閲覧が難しい方にも、住所や不用品の種類を聞いて、

適切なリユースショップを紹介している。 
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２．交換掲示板方式 

２.１  交換掲示板方式の概要 

市町村が、庁舎等の中にある掲示板またはウェブ上に家庭内に眠っている不用品を登録するこ

とで、不用品を譲りたい方と欲しい方を結び付けて、住民同士の不用品の交換を仲介する。 

 

（具体的な情報・製品の流れ（イメージ）） 

住民が家にある不用品を庁舎等にある掲示板（またはウェブ上）で登録する。登録された不用

品は市町村の掲示板に公開され、掲示板を閲覧した住民が必要なものがないか探す。引取を希望

する不用品があった場合、住民は市町村へと連絡する。市町村は不用品を登録した住民に引取の

希望があった旨を連絡し、住民は希望する引渡方法で、引取を希望した住民へ引き渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 9 交換掲示板方式のモデル事業の概要（平成 24 年度の実施概要） 
 人口・世帯数 モデル事業の概要 

大阪府泉大津市 人口 7.7 万人 
3.3 万世帯 

【交換掲示板方式+Yahoo!バサール】 
・市民団体と協力して、市のホームページと市庁舎内の掲示

板に「不用品情報」を掲載。 
・「不用品情報」を見て、必要な方は市に連絡し、市は引渡の

あっせんを行った。 
・現在はサービスを停止しているが、気軽にリユース品の売

買が行える「Yahoo! バザール」の利用を市民に情報提供、

リユースを促す事業を同時に実施。 
 

  

市町村住民（引渡側）

①家にある不用品を市役所にて登録

（連絡先・不用品の情報等を登録）
②登録された不用品を掲示板に公開

③掲示板に掲載されている不用品の

引取希望を市町村に連絡

住民（引取側）

④引渡側の住民に連絡⑤引取希望者への引き渡し

⑥不用品の引き取り リユース
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２.２  交換掲示板方式実施地域の動向 

交換掲示板方式は、平成 24 年度モデル事業として泉大津市が実施しており、継続実施されて

いる。 

図表 10 モデル事業を踏まえた平成 26 年度の取組状況（交換掲示板方式） 
 大阪府泉大津市 

モデル事業の

継続状況 

継続して実施 

平成 24 年度のモデル事業成果を踏ま

え、庁舎内の掲示版、市ホームページ

での掲示版を継続 

変更点・改善点 
・担当課を従来から庁舎内掲示板を管

轄していた秘書広報課に変更。 
・環境課は広報を実施 

 

（1）大阪府泉大津市 

平成 24 年度モデル事業として、従来から実施していた市庁舎内での不用品交換掲示板を、

市ホームページでの閲覧・登録も可能にし、リユースの促進を図った。 

平成 26 年度も継続して実施しており、26 年度の登録件数は 126 件、成立件数は 53 件であ

り（平成 27 年 2 月 20 日現在）、増加傾向にある。（25 年度：登録 122 件、成立 81 件、24 年度：

登録 56 件、成立 24 件、23 年度：登録 44 件、成立 17 件） 

モデル事業実施時には、環境課が担当課として運用を行っていたが、庁舎内掲示板の担当課

であった秘書広報課に運用を移管し、環境課は広報のみを行っている。 

 

図表 11 不用品交換掲示板の利用実績 

 
（注）26 年度は平成 27 年 2 月 20 日までの実績 
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３．イベント方式 

３.１  イベント方式の概要 

市町村が、住民に不用品を持ち寄りを呼び掛け、住民同士で不用品を交換するイベントを開催

する。住民同士での不用品を交換することでリユースを促す。 

 

（具体的な情報・製品の流れ（イメージ）） 

住民が市町村からのイベントの告知等を閲覧し、不用品を持ってイベントに参加する。イベン

トで、不用品を持ちあった住民同士で不用品を交換して必要な不用品は新たな持ち主に引き取ら

れる。 

交換イベントの開催後に残ってしまった不用品は、リユース事業者にリユース製品として回

収・引取が可能なものは引き取ってもらい、それ以外は市町村が通常のごみと同様のルートで廃

棄する。 

 

 

 

 

 
 
 

 

図表 12 イベント方式のモデル事業の概要（平成 24 年度の実施概要） 
 人口・世帯数 モデル事業の概要 

東京都町田市 人口 42.7 万人 
18.8 万世帯 

【イベント方式（市民同士の交換なし）】 
・月に 1 回「リユースの日」を設定し、粗大ごみを回収する

場所にて市民からのリユース品の引き取りを実施。 
・リユース可能なものは、リユース事業者が引き取る。 
・市民はリユース可能と判断された場合、無償で引き渡すこ

とができる。（リユース不可の場合でも粗大ごみとして処理

し、再度の持ち込みは不要）。 
 

  

市町村 リユース事業者住民

①市町村によ

るイベントの

告知を閲覧

③不用品の交換イベント

を開催

⑤イベント終了後の残

り物のリユース可

否を判断

⑥-2 市町村による通常処理

②不用品を

持ってイベ

ントに参加

リユース ④必要な不用品を引取

⑥-1 リユース製品
として回収・引取

OK

NG

リユース

廃棄
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３.２  イベント方式実施地域の動向 

平成 24 年度のモデル事業で町田市がイベント方式を実施した。同市では、実施方法を一部変

更し、継続して事業を行っている。 

 

図表 13 モデル事業を踏まえた平成 26 年度の取組状況（イベント方式） 
 東京都町田市 

モデル事業の

継続状況 

継続して実施 

市民同士の不用品交換を目的としたフ

リーマーケットを年に 5 回開催。 
1 回あたり 1500 人～2000 人が来場 

変更点・改善点 

・エコライフ推進公社が主体となって

実施 
・リユース事業者との連携は廃止し、

残った物は出品者が持ち帰り 

 

（1）東京都町田市 

「リユースの日」は同様の形では継続していないが、エコライフ推進公社でまちエコフリー

マーケットを実施している。 

年に 5 回（4，5，6，11，12 月の第 1 日曜日）実施しており、1 回平均最大出店数の 150 店

舗のうち 8 割くらいが埋まっている。来場者は、1 回あたり平均して 1500~2000 人程度で、毎

回にぎわっている。 

当日の販売・交換で残ったものは原則出店者が持ち帰ることになっているが、市のクリーン

センターに併設するリユースショップ（NPO が運営）での引取りを合わせて案内しており、

リユース事業者との連携は特に行っていない。 
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４．市町村回収後選別方式 

４.１  市町村回収後選別方式の概要 

市町村が粗大ごみ等として回収した物について、リユース事業者が市町村のストックヤー

ド等で検品し、リユース品として買い取りできると判断したものを市町村から買い取る。 

 

（具体的な情報・製品の流れ（イメージ）） 

住民から「リユースしてもよい」との意向を確認できた粗大ごみ等のうち、市町村がリユー

ス可能と考えられるものを選別・ストックヤードで一時保管する。保管したもののうち、リ

ユース事業者がリユース可能だと判断した製品を回収・引取る。リユース不可と判断された

製品は通常の粗大ごみ等の処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 14 回収後選別方式のモデル事業の概要（平成 23 年度の実施概要） 
 人口・世帯数 モデル事業の概要 

神奈川県秦野市 人口 17.0 万人 
7.0 万世帯 

【市町村回収後選別方式（自己搬入）】 
・住民から自己搬入された粗大ごみのうち、リユース品とし

て買取可能性があるものを担当者が一次選別し、保管。 
・一次選別された製品を、リユース事業者が査定し、リユー

ス品として買取できるものを市から購入。 
・リユースに対する意向は、自己搬入粗大ごみの受付時に、

リユース同意書へ署名してもらうことで確認。 

京都府綾部市 
人口 3.6 万人 
1.4 万世帯 

【市町村回収後選別方式（戸別収集+自己搬入）】 
・戸別収集する粗大ごみ等、住民から自己搬入された粗大ご

み等の中から、リユース品として買取可能性があるものを

担当者が一次選別し、保管。 
・一次選別された製品を、リユース事業者が査定し、リユー

ス品として買取できるものを市から購入。 
・戸別収集は排出する住民立ち会いのもと実施されるため、

リユースに対する意向は収集時に確認。 
 

  

住民

①排出意向確認を行って
粗大ごみとして排出

市町村 リユース事業者

②-1 リユース
可能と判断

②-2 リユース
不可能と判断

③ ストックヤードに
て保管

④ リユースの

可否を判断

ＯＫ

ＮＧ

③ 市町村による
通常処理へ

⑤リユース製品の回

収・引取 リユース

廃棄

排出意向確認の方法

持込ごみ：持込の際に確認

電話窓口での受付：電話の
際に確認

回収ごみ：有料券にチェック、
別の日に回収
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４.２  市町村回収後選別方式実施地域の動向 

平成 23 年度モデル事業を踏まえた、各地域の取組み状況について整理する。市町村回収後選

別方式は、いずれの地域（秦野市、綾部市）も継続して事業を行っている。 
 

図表 15 モデル事業を踏まえた平成 24 年度の取組状況（地域内事業者リスト方式） 
 神奈川県秦野市 京都府綾部市 

モデル事業の

継続状況 

継続して実施 継続して実施 

平成 23年度モデル事業で一定の効果が

得られたため、平成 26 年度も継続して

実施 

平成 23年度モデル事業で一定の効果が

得られたため、平成 25 年度まで実施。 
平成 26 年 4 月以降は休止中。 

変更点・改善点 
平成 24 年度に以下の点を改善 
・リユース承諾書の書式変更 
・専用ストックヤードの設置 

‐ 

 

（1）神奈川県秦野市 

平成 23 年度のモデル事業の成果・実績を踏まえて、平成 24 年度、平成 25 年度、平成 26

年度も継続してリユース事業者と連携した事業を実施している。今後も継続して実施してい

く予定である。 

持ち込まれた粗大ごみからリユース可能と思われる製品を選別し、３ヵ月に１回の頻度で

リユース事業者（オフハウス秦野店）に販売・引渡を行っている。平成 24 年度において、「リ

ユース品専用のストックヤードの設置」、「リユース同意書の改良（粗大ごみ申込書と一体化

させ複写式）」を改善・改良しており、平成 26 年度も継続して実施している。 

持ち込まれた粗大ごみからリユース可能と思われる製品を、秦野市の清掃事業所において

一次選別を行うが、リユース事業者が買い取れなかった製品の情報を、作業員の方へ継続し

てフィードバックを行ったことで、一次保管する精度が上がってきており、一次保管した製

品の大部分をリユース事業者に買取ってもらえている。効率的な一次保管・買取ができてい

る。 

 

（リユースの実績） 

モデル事業で実施した平成 23 年度（12 月～2 月末）、平成 24 年度、平成 25 年度、平成 26

年度（12 月末まで）のリユースの実績を整理する。期間計で 1,003 点のストックを行い、う

ち 935 点を 137,810 円でリユース事業者に売却をしている。 

平成 26 年度は、6 月、9 月、12 月の３回買取りを実施しており、ストック数 197 点、うち

191 点を 26,300 円で売却している。買取不可の割合は減少傾向にあり、効率的な一次保管・

買取ができていることが伺える。 
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図表 16 平成 23～26 年度のリユース実績（秦野市） 

 

※平成 26 年度は 12 月までの実績。オフハウス秦野店の買取りがあった時期を基準に集計している。 

 

図表 17 平成 26 年度のリユース実績（詳細）（秦野市） 

 
 

 

 

  

買取日 ストック数 買取数 買取額 買取不可数

1
平成23年度

（12,1,2月）
61点 42点 8,300円 19点

2
平成24年度

（4,5,6,7,8,10,11,1
月）

432点 398点 47,020円 34点

3
平成25年度

（4,8,11,1,3月）
313点 304点 56,190円 9点

4
平成26年度

（6,9,12月）
197点 191点 26,300円 6点

合計 1,003点 935点 137,810円 68点

買取日 ストック数 買取数 買取られたもの 買取額 買取不可数 買取られなかったもの

1
平成26年
6月27日

58点 54点

ソファー、座椅子、座卓、ドレッサー、テーブ
ル、電話台、ハンガーラック、テレビ台、スタン
ドミラー、椅子、事務机、カウンター、車椅子、
ギター、衣装ケース、ベビーおもちゃ

10,500円 4点
ベビーチェアー、ベビー
ベッド、金網のフェンス

2
平成26年
9月30日

73点 72点

テレビボード、籐椅子、籐テーブル、5段ケース、
コンポ、クリアケース3段、椅子、ＣＤラック、
テーブル、食器棚、ついたて、クリアケース1段、
ハンガーポール、カラーボックス、引き出し、引
きタンス、ミラー、ごみ箱、小テーブル、バッ
グ、時計、キーボード、インテリア、ギター

12,250円 1点 クリアケース（不良品）

3
平成26年
12月17日

66点 65点
クリアケース、ソファ、テーブル、ラック、ベ
ビーカー、遊具、楽器、キャリーバッグ、マルチ
ラック、パラソルほか

4,000円 1点 鳥かご

合計 197点 191点 26,750円 6点
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（2）京都府綾部市 

平成 23 年度のモデル事業の成果・実績を踏まえて、平成 24 年度・平成 25 年度も継続して

リユース事業者と連携した事業を実施していた。モデル事業終了後、平成 24 年 4 月以降も持

ち込まれた粗大ごみからリユース可能と思われる製品を選別し、月１回～2 か月に 1 回程度の

頻度でリユース事業者（ハードオフ福知山駅南町店）に販売・引渡を行っていた。 

平成 26 年度に入ってから、取引自体は一回実施したが、環境保全課の職員数減により、リ

ユース品の仕分けを実施する人員が確保できず、回収したリユース可能な小型家電製品等は全

てリサイクルに回している。 

綾部市のクリーンセンター内でリユース品を見分ける体制が整えば、継続してリユース事業

者にリユース品を供給したいと考えている。 

 

（リユースの実績） 

平成 26 年度の実績について、リユース事業者が買取りしたものは 12 点、1,050 円となって

いる。綾部市が一時保管した製品のうちリユース事業者が買取できなかった製品はほとんどな

い。リユース事業者に買取された品目は、ほとんどがラジカセ、ビデオデッキ、スピーカー等

のオーディオ類である。 

図表 18 平成 26 年度リユースの実績（綾部市） 
 個数 売却金額 
4 月 12 個 1,050 円 

合計 12 個 1.050 円 
※平成 26 年 4 月以降休止中 

５．「使用済小型家電における宅配リユース及びリサイクルの可能性検討事業」に

ついて 

愛知県大府市は平成 24 年度のモデル事業として、宅配リユース事業者であるネットオフ株

式会社（現リネットジャパン株式会社）の宅配リユース事業の回収ルートにて小型家電対象

96 品目を回収した。回収した小型家電はリユース可能なものはリユース品として宅配リユー

ス事業者が買取し、リユース不可なものは再資源化業者がリサイクルした。 

市民にとって利便性が高く 862 件の申し込みがあった。一方で、リユースの成約件数が 4 件

と少なかった。リユース品の掘り起こしが今後の課題であるということが分かった。 

現在は、リユースモデル事業の成果も踏まえて、小型家電のリサイクル事業に取り組んでい

る。また、モデル事業で連携し、小型家電リサイクルの宅配サービスを手掛けているリネット

ジャパン株式会社とは 2014 年 6 月に「使用済小型家電回収事業における連携・協力に関する

協定」を締結した。これは広報・普及啓発における協力やお互いの回収量の共有等の協力を行

うための協定であり、小型家電リサイクル事業を協力して実施しているところである。 

 

（以上） 


